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副題

■１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 1

■２.環境 □６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 4

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 2
開発目標 ■2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 3
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上 8

□4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（20％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　番号： 1
2.工程 ■1.短縮（65％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 1
3.品質・出来型 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名

会社名： 住所： 〒114-0002

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所： 〒114-0002

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

東京インキ株式会社,
東京大学生産技術研究所 東京インキ株式会社

1)何について何をする技術なのか?
・軟弱地盤の支持力改善を行う技術。
・高密度ポリエチレン製のハニカム構造を有するグランドセル（テラセル）を用いて、軟弱地盤上に
マットレス基礎を構築し基礎地盤の支持力を改善することが出来る。
(平成29年9月、既製品だったテラセルと同等の製品であるグランドセルを追加)
・沈下の抑制、不同沈下の防止効果もある。

2)従来はどのような技術で対応していたのか?
・砕石置換工法など

3)公共工事のどこに適用できるのか?
・L型擁壁やもたれ式擁壁・重力式擁壁・補強土壁、ボックスカルバートの基礎

東京都北区王子1-12-4 TIC王子ビル

加工品営業本部 土木技術開発部 03-5390-4933

太田 彰彦

東京インキ株式会社 

2017年

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

ハニカム構造を有するジオセルマットレスによる軟弱地
盤の支持力改善工法

開発年

番号：

65

登録番号

1-1-1.共通工／土工

評価（事前・事後）

問合せ先

東京インキ株式会社 東京都北区王子1-12-4 TIC王子ビル

加工品営業本部 土木技術開発部

080-9568-8571

大山 亮貴

03-5390-4933

080-6502-3588

ak-ohta@tokyoink.co.jp

ry-ohyama@tokyoink.co.jp

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 グランドセルマットレス工法
収受受付年月日

令和7年11月28日

1

登録No. 1838

変更受付年月日

分類

□1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) ■2(3)共同研究(民学)

CG-160016-VR 事後評価

活用の効果

砕石置換工法
20

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

  中国地方整備局 平成29年2月13日

2(3)



グランドセルマットレス工法 登録No. 1838

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等
グランドマットレス技術資料

A-2

①準備工:現地測量、埋設物・既設構造物を確認する。
②掘削・床付け:計画の高さに合わせて掘削・床付けをする。
③吸出し防止材の敷設:設計長さの不織布を敷設する。
④グランドセル(テラセル)の敷設:設計の幅、延長にグランドセル(テラセル)を敷設する。
⑤グランドセル(テラセル)の切断・接続:グランドセル(テラセル)を所定のセル数に切断し、グランド
セル(テラセル)同士を連結する。
⑥中詰材の撒き出し:セル高さに合わせて中詰材を撒き出しする。
⑦吸出し防止材の巻き込み:グランドセル(テラセル)を不織布で巻き込む。
⑧確認試験(構造物の地盤反力以上の許容支持力を確保できているか平板載荷試験により確認を行う。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

・GN-200MP　　　 　6000円/㎡
・セルジョイント 　 290円/セット
・砕石　　　　　 　1800円/㎥
・再生長繊維不織布　840円/㎡

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（2025 資材価格表）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・支持層の置換が少量で済む場合は、砕石置換工法の方がコスト面で有利になる可能性があ
る。

（長　所）
・グランドセル（テラセル)に変えたことにより、部材が軽量になり、施工性と施工時の安全
性が向上する。
・工期の短縮ができる。(65%短縮)
・経済性が向上できる。(20%縮減)

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　） 掲載品目（砕石、建設機械、長繊維不織布 ）

グランドセルマットレス工法積算マニュアル



登録No. 1838

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 ■1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1
特許番号 特開2025-007608

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

・精度が高い安定計算法をブラッシュアップすること
・より精度を上げるため、大学との共同研究を継続し室内試験や、実物大実験の再構築を進めて
いる。

・施工性を改善するため、セル高さ30cmの製品製作及び試験施工の実施を検討中
・グランドセル（テラセル)シート厚さや溶着強度を変えての載荷試験の実施を検討中

・軟弱地盤上に用いたジオセルマットレスによる支持力改善効果に関する実物大試験
・テラセル一軸圧縮試験

・構造計算により求められたマットレス幅・厚さの確保。
・既存構造物基礎に隣接した箇所で施工する場合には、その基礎地盤を乱さないよう注意する。
・床付付近水位がある場合は、水替えを行い基礎地盤を乱さないよう注意して床付を行う。
・中詰材砕石の転圧を十分に行う。
・グランドセル（テラセル)マットレス内に周辺土砂細粒分の流入がないように、不織布にて吸出
防止対策を行う。

（適用できる条件）
・地盤反力の最大値は、150kN/m2程度の構造物を基本とし、この値を超える時は別途詳細な検討を行
う。
・グランドセル(テラセル)マットレス最低深度30cm、最大深度60cm
・基礎地盤N値>0 (粘性土・砂質土)

・地盤条件により設計計算を行いマットレス構造を決める。
・地盤反力の最大値は、150kN/m2程度の構造物を基本とし、この値を超える時は別途詳細な検討を行
う。
・基礎地盤のN値>0であること。
・中詰材は砕石を基本とする。
・構造物基礎底盤幅に対して荷重分散角30°～35°を標準としてマットレス幅を設定する。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 グランドセルマットレス工法
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（適用できない条件）
・表層改良で対応できない軟弱地盤
・N値=0
・構造物底版幅に対してグランドセル（テラセル)マットレス幅を荷重分散角30°～35°考慮して設定
するが、用地境界に制限があり荷重分散角を確保できない場合
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登録No. 1838

実績件数 公共機関： 545 民間：

発　注　者 施工時期
袋井市役所 2022年1月

浜松市役所 2022年6月

浜松市役所 2023年1月

浜松市役所 2023年1月

浜松市天竜土木事務所 2024年9月

富士農林事務所 2025年1月

賀茂農林事務所 2025年2月

賀茂農林事務所 2025年3月

沼津市役所 2025年6月

富士市役所 2025年9月

天竜東栄線道路防災工事

間門地区区画整理１工事

諸井山の手線築造工事（その2）

材木26号線道路改良工事

庄内42号線道路災害復旧工事

浜松城公園（鹿谷地区）整備工事

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 グランドセルマットレス工法

工　事　名

岩本山公園線改良事業

令和6年度　市道10672号線道路改
良工事

令和6年度　経営体育成基盤整備竹
麻地区排水路2工事

令和5年度中山間地域農業農村総
合松崎地区小山工区区画整理7工
事

CORINS登録No.



登録No. 1838

施工事例(1) L型擁壁の基礎 施工事例(2) ボックスカルバートの基礎

大型一面せん断試験の状況 平板載荷試験結果

製品図 工法概要図

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 グランドセルマットレス工法
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